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REPERTOIREの展望
-105番目のエッセイ Repertoireによる一
?
井
? ?
1982年に発表された RepertoireVの最後のエッセイ Repertoire 
で Butorはこのシリーズの完成あるいは終了を宣言している。最初の
即pertoireが発表されたのは1960年， Degresの発表された年であり，
Butorにとって大きな転回点になった年である。前年の1月にアメリカ
に向けて出発した彼は.1年間を初めての「新世界」で過ごすことになる。
この滞在の成果は2年後 Mobileによって表現される。
以後 Repertoire は 1964• 68• 74• 82年と次第に間隔をあけながら発
表されていく。そして．その表現形式も他のジャンルの作品の作風の変化
にともないヴァライエティーに富んでいく。
ところで．最後のエッセイ Repertoireで Butor はこのシリー
ズ全体の概略的な解説を自らしている。このエッセイは 1.-LES
NOMBRES I. - LES GENRES II. - LES PERSONNES ET 
LES TEMPS IV. -LES ILLUSTRATIONS V. -LES SILENCES 
の5つの部分に分けられている。もっとも．これらは章を形成するという
よりは，このエッセイ自体の即興 (improvisation)的な性格を反映して，
比較的自由な発想による分類であるが，このシリーズに対するいくつかの
問題点を提出しているように思える。
〔テキスト〕 Michel BUTOR: Repertoire I-V, Les Editions de Minuit, 1960-82. 
以下の注では RepertoireIは R.L以下 R.II・R. II等と省略する。
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I 
まず，このシリーズ全体は「数」の概念に支配されていることである。
5巻の Repertoireには105のエッセイが含まれている I) が，この105
という数字自体 Butorによれば全く偶然のものではない。最初の
Repertoireこそ，その時に用意されていたエッセイの数である21がたま
たま選ばれたとはいえ，それに続く 4巻には全て最初の 1巻と同じ21とい
う数が意識的に用いられている。そして，この 5巻という数さえ恣意的な
数字ではないのである。
C'est peu a peu, en commen<;ant a travailler sur d'autres series: 
Rlustrations d'abord, puis Matiere de reve, que j'ai decide 
qu'il n'y aurait que cinq.2> 
それらの「シリーズ」の中でも最初に目標に達したのが Repertoire
であったわけである。もっとも、この文芸批評という形式を Butorが
放棄しようとするわけではなく，彼が《Jevoulais eviter que ces 
recueils devinssent de simples accumulations, des fourre-tout. 3>》
と述べているように，ここで一つの区切をつけようとしたのである。こ
のように，「数」が作品の完成にもっとも強くはたらいたというのは
L'Emploi du tempsや Mobileの作者らしいことである。
この「 5 」という数字については， B~tor も述べているように， Rablais
研究からの影響があったと考えられる。 RepertoireIVの中の71ペー
ジにのぽる Rablais 論 Les Hieroglyphes et les Des の中の
salut au cinqと題された最後の部分に次のように書かれている。
C. .) je donne mon salut au cinq, celui des livres et l'essence 
1) 最後のエッセイで Butorは Montaigneの107の「エッセイ」に少し言
及している。 Montaigne論 Essaissur les Essais (Gallimard, 1968)の
著者としては当然のことであろう。
2) R V, p. 326. 
・3) Ibid. 
163 
de l'abstracteur, 
la main, la prehension, la possession,4) 
5=「手」への言及は最後のエッセイ Repertoireにもみられる。そ
れに加えて Butorは Mallarmeの Poe論を引用しつつ 5という
「数」の魅力そして「力」を強調しているのである。そして，エッセイ自
体もいささかアンバランスながらも 5つの部分に分けられているのは故な
いことではない。
ところで，各巻のエッセイの数である「21」については，奇数であるこ
と， 3と7という西洋における重要な 2つの数字を掛けたものであること
というように述べられているが，《1 est impair, ce qui permet a 
!'ensemble de se deployer autour d'un pivot》5) という考え方はまた
1971年に発表された Beethoven論においてもみられるものである。
1 est certain que des structures mathematiques fort generales 
commendent notre imagination ici et maintenant, et done que 
les mathematiques sont un des moyens d'investigation poetique 
les plus puissants. s) 
このような考え方は，幾何学的な傾向が既に初期の小説作品においても
みられたとはいえ，表面的に明らかになってきたのは1960年以降であり，
特に先程もあげた双生児的作品ともいえる laRose des vents (32 
Rhumbs pour Charles Fourier) 0970)と Dialogueauec 33 uaria-
tions de Ludwig van恥ethouensur une ualse de Diabelli (1971) 
においては，「数」への構造的なこだわりがあらわれる。両著とも Rablais. . . . 
論で展開された汎神論的なイメージがみられ，音楽と詩的表現との相互性
が試みられている。しかし， Repertoireにおける数字の役割については，
21に関しては Butor自身も述べているように，前述の 2著にみられた
ような数の分析，例えば真中の第11編を軸 (pivot)として展開させると
4) R. IV, p. 190. 
5) R. V, p. 326. 
6) Ibid. 
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言った意図ははっきりとはみられない。小説作品や詩的作品のように統一
的な組織を持ちにくい評論集であるという性格．それぞれの Repertoire
の制作時による数についての意識の差異などを考えるとそれは当然のこと
かもしれない。 21というある程度偶然に採用された．しかし作者にとって
すわりの良い数．これが半ば意識的に半ば惰性的に続けられたと言ってい．．．．．． 
いだろう。しかし，「5」に関してはもう少し違う。各巻に21のエッセイ。
これは言わば永遠に続けられる原理である。だが， 5であると決めること，
これは動きを閉じ込めてしまうことである。故に最後のエッセイには「 5」
への言及があり，このシリーズにヒ°リオドを打つことを自らにも読者にも
納得させようとしているのである。そこから，この最後の Repertoire
はそれ自体5つの部分を含んだ，つまり 5の形をした大きなピリオド
pointだとみなしうる。
＂ 最後のエッセイの 2番目の部分は LESGENRESと題されている。
しかしここで扱われているのは Repertoireにおける形態的なジャンル
である。「内容的」なジャンルにはほとんど触れられていないので，まず
Butor自身の分類に沿って形態的な分析をおこなってみたい。《Cent
cinq < essais > , mais a l'interieur de ce genre que de diffe-
rences !》”と Butorが述べているように，このシリーズにはいろん
なタイプの「エッセイ」が含まれている。特に後の方の Repertoireの
方が古典的な論文の形態から離れているように思える。 Lestextes les 
plus anciens sont des essais au sens strict terme: certains frag-
ments en vue d'un ouvrage mort-n~sur le theme de la repetition, 
des articles ecrits pour des revues ou des journaux. a> 
内容的にはともかく，形態としては RepertoireIに収められた各
7) Ibid., 327. 
8) Ibid., pp. 327-8. 
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編は古典的な論文の形式を備えていると言えるだろう。特に Repertoire
JVや即pertoireVにみられるような私信（書簡）体や対話形式に
較べたら，あるいは RepertoireIの翌年に出版された Baudelaire
論 Histoireextraordinaireをはじめとする時間的・空間的な拡がり
をもたせた作家論に較べたらこのことは納得させられるだろう。 Butor
が「断片」と呼ぶような，あるいは序文的な短い作品を除けば，提示・展
開・結論と引用を挿みながら整然と論が展開されている。特に Racine
論と22歳の時に書かれた最も初期の論文である Verne論は,Butor 
独自の視点から作家の作品全体を分析していこうとする姿勢がみられる。
Repertoire Iになると，形態そのものは最後のインタヴュー形式
の Reponsea 《Tel quel》を除いて大きな差異はないとはいえ，
書式・文体が少しの違いをみせている。例えば， RepertoireIではあ
まりみられなかった point なしの改行も RepertoireI では頻繁
にみられるようになった。小説作品，特に1960年に発表された Degres
ではこれによって詩的な連続感が与えられており.Repertoireの制作
年代とあわせると，この手法が用いられたのは以前にも若干みられたも
のの， LeG命iedu lieuそして Degresの発表された1960年前後に
かけてのことである。もっとも．それ以上に進んだ手法が Mobile•
Illustrations以降みられるのであるが，文芸批評という Repertoire
の性格を考えると，結局他の分野ほど伝統的な形式から離れることはなかっ
た。
Tres vite se sont ajoutees des conferences, textes faits d'abord 
pour~tre dits•i 
Butorが巧みな話し手であることはよく知られている。大学をはじめ
として，彼がよく行う講演では原稿を用意せず．時に簡単なメモを基にし
て，引用するべきテキストのみを手元に置いて消々と論を展開していくよ
うである。来日した時に行った講演も同じであるが．そのように何度とな
9) Ibid., 328. 
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＜繰り返された講演を基にして．書き上げられた作品が雑誌に掲載された
り， Repertoireに収められることになった。このような作品は後の方の
Repertoireに多くなっていくが，書き下ろされた作品に較べて，当然論
の展開の仕方や文体に若干の差異は出てくるであろう。 Butorもこの 2
つのカテゴリーの差異に言及している。しかし Butorの文体そのもの
が oralと ectitとの相互性を持っていることは注目すべきことであろ
つ。
この conferenceを基にした作品に続いて dialogue形式が取り上げ
られているが，現実に行われたインタヴューに基づいていると思われるのは
即pertoireIの即ponsea 《Tel quel》のみで， Repertoire V 
の中の Lesrevolutions des calendriersと Vaniteは対話形式をもっ
た言わば創作作品である。前者のようなものは Butor も言うように
Repertoireに収められることがなく，あるいは二重の著者<double 
auteur>を持つ，つまり共著という形式の他の著作に加えられることにな
る。後者の対話形式は Claudelの作品がヒントになったとは言え，フィク
ショナルな面をもった論争 discutionということで独自な印象を与えている。
形式としては，これに加えて私信の形式を持つもの， RepertoireII 
の Appolinaire• Breton あるいは Repertoire IV の Baudelaire•
Lautreamontという詩人論など，引用を中心とした Rlustrationsを
思わせるような詩の形式を持ったもの，あるいは RepertoireIVの
Sur mon visageという自己省察のパロディーのようなものもみられる。
ところで,Butorもその可能性を示しているように，このような形態
的なジャンル以外の分類方法も充分ありうる。最初の Repertoireの文
芸評論に偏った選択から，美術評論をまとめるよう目指された Repertoire
II以後は,Butor自身の幅広い活動を反映して，様々なジャンルがま
じったものとなっている。
Repertoire 1 文学論21
Repertoire I 文学論20 音楽論1(但し文学との関連において）
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Repertoire III—文学論10 美術論8 文化論2 音楽論1
Repertoire IV—~文学論12 美術論5 その他4(衣服論などを含む）
Repertoire V 文学論8 美術論2 音楽論2 その他9
これをみてもわかるように，初期は文芸論がほとんどで，次第にいろい
ろなジャンルを扱った評論あるいは評論という範疇に入りきらないような
作品が増えてくる。また，特定のジャンルに収まらないことが特徴的になっ
てくるのであるが，このような傾向は当然のごとく， Butorの他の作品
にも反映されている。
Repertoire Iが出版されたのは最後の小説作品の Degresが出版
された年と同じであるが，その中のエッセイの半分近くの制作は1950年代
の前半，あるいは40年代に遡り，比較的古典的なスタイルを持っているこ
とも納得される。 4つの小説作品自体はけっして保守的な様式を持ってい
るとは言えないが，それに続く作品群と較べると，伝統的形式に近いと言
えるだろう。 RepertoireIがこの 4つの小説作品に対する解説ある
いは Butorの言うような批評的立場からの補足のような意味を持って
いるのであるが，次作の RepertoireIIにみられるようなジャン
ルの多様性はまさに小説時代以降の Butorを反映しているのである。
その小説の中にも美術・音楽等への言及がみられる 10)が，これらの分野
への全面的なアプローチを示した作品が生まれるのは60年代以降である。
確かに初めの LeG釦iedu lieuが出版されたのは1958年であるが，
これは60年代以降の作品に較べてかなり古典的な様式を示している。「文
化」に対する関心は Butorにおいて非常に高いのであるが，これを 1
つのジャンルとして捉えた場合，この LeGenie du lieuは先駆的な
作品となる。即pertoire集の形式が漸次的な変化をしていったのに対し
て，このシリーズは Mobileをはさんで極めて急進的な展開を示している。
10)美術では，例えば L'Emploidu tempsの美術館や教会のこと， LaModifi-
cationのロー マ美術。 Passagede Milanにおけるエジプト文化， Degresに
おけるアメリカ文化。
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「旅」は Butorにとって《ceviolent desir, inverse de la nos-
talgie》II)と言える程重要なものであるが，これはある意味では，他の文
化に接し《trouverun mondus vivendi avec eux (voyages) par le moyen 
de l'ecriture》12)が問題となるのである。そして，これらの「文化論」は
即pertoire II の Sur l'archeologie や Sites, Repertoire IV 
の Le Voyage et l'必riture, Repertoire V の La ville comme 
texteに反映され，あるいは RepertoireI の Chateaubriandet 
l'ancienne Ameriqueなども Mobileとの関連において捉えられる。
音楽に関しては，音楽そのものと劇場的な空間を目指してのアプロー
チと 2つの角度からの取り組みがみられるが， 60年代以降の Butorに
とってこの分野が重要であったことは間違いないことだろう。13)1962年に
は HenriPousseurと共同で VotreFaustが制作され，翌年には
Stravinskyを意識し彼に捧げられた Descriptionde San Marcoが
出版されている。理論面では前述の Dialogueavec 33 variations de. 
Ludwig van Beethoven sur une valse de Diabelliが1971年に出版さ
れている。そして即pertoireでは早くも第2巻に音楽論 Lamusique, 
art realisteが置かれ， Mallarmeselon Boulez と Les muvres 
rf art imaginaires chez Proustでは音楽との強い関連がみられる。こ
れらは抽象的音楽論であるが， RepertoireI の L'operac'est-a-
dire le theatreは VotreFaustに対応する劇場論の要素が濃い。
Repertoire V においては， Dialogue・(.. )の続編としての Les
revolutions des calendriersがあり，これはまさに Fourier論から
の流れの延長線上にある。また Unesemaine tf escalesと Materiel
pour Don Juan aux Etats-Unitsは Butorの多彩な音楽活動を
11) R. IV, ・p. 6. 
12) Ibid. 
13) 拙論「ミッシェル・ピュトールと音楽」ー『ディアペリ変奏曲との対話』を
通して一（帝塚山短期大学 Helicon第9号）参照。
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反映している。
一方， 4つの小説作品，特に L'Emploidu tempsにおける美術の
占める位置はけっして低いものではなかったのであるが，この分野に対す
る Butorの関心は一貫している。 RepertoireIl は前にも述べた
ように，当初から美術論として意図されており, Repertoire IVと
即pertoireVでもかなりの部分が美術に捧げられている。また,Mobile 
が Calderの作品にその発想を得ているのをはじめ．美術書の解説を書
いたり， Repertoireにも収められたエッセイ 14)をもとに豪華本を出版し
ている。
II 
Butorが献呈というものに重きをおいているのはよく知られている。
実際，小説作品以外のほとんどの作品は a…とか pour…などの献呈
の辞が冒頭に置かれている。たいていは実在の Butorと交際のある人物
に捧げられているが，中には Baudelaire論 H' . istoireextraordinaire 
の A la beaute insultee de Jeanneといったものや， Envoisの a
ceux qui lisent en metro, &omerangの auxaborigenes au transit 
といったものもある。
Les dedicaces font timidement leur apparition au seconde volume, 
elles ne deviennent systematiques qu'a partir du quatrieme.15> 
Repertoireにおいては， Butor自身上のように述べている．のである
が，実際は第 1巻にも MichelLeirisに捧げられた 1編 Surles 
procedes de Raymond Rousselがあり，以下 RepertoireIには 2
編， RepertoireIIで 5編，そして RepertoireIV・Repertoire V 
では21編全てに献辞が寄せられている。このことも，作家自身の創作傾向
の反映と思われるが，献呈の意義については次のようにされている。
14) R. II, Les Mots dans la peinture. 
15) R. V, p. 329. 
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Il s'agit souvent de celui qui a provoque le texte, qui l'a de-
mande (..) Le dedication est done surtout une sorte du lecteur 
ideal (…) Il est celui qui comprendrait, qui me comprendrait 
souvent m1eux que mo1-meme. 16) 
Butorは lacritique et l'invent ionの中で， texteを補足し完成
するものとしての critiqueをあげている。 17)実際 Repertoire集自
体にもこのような意図が充分にみうけられるが，上の言葉にあるように，
texteそして批評，それに加えて読者，それも Sartreが嘆いたような
大多数で不完全な読者だけでなく，より具体的な個人を Butorは想
定しているのである。更に， laconcupiscence des yeuxのように献呈
の対象（もっともこれは厳密には批評とは言えない作品であるが）が重
なっているものがあり， RepertoireIの Roussel論と Leiris論，
即pertoireIの Mallarmeselon Boulezに続く Proust論というよ
うに，献呈の対象と批評の対象が近接している例もある。これは Butor
にとって ecrireという行為が生活，特に人間関係と密接な繋がりをもっ
ていることを示している。
この献呈ということと対照的に， Butorの言う TEMPS,制作年代の表
示は第 1巻に限られている。 RepertoireIの各エッセイの終わりと
TABLEには制作年代が記されており，エッセイの配列が取り扱われる作
家の時代順に並んでいる以上，この年代は順不同である。最も早い Joyce
論が1948年， RepertoireIが出版される前年の1959年の 5つの作品に到
る1年間の隔たりがある。このことは詩と批評の綜合としての小説を目指
しながら，一方で詩，一方で批評そのものの制作も続けられたことを示し
ている。
16) Ibid. 
17) 《Fairede la critique, c'est toujours considerer que le texte dont 
on parle n'est pas suffisant a lui seul, qu'il faut lui ajouter 
quelques pages ou quelques milliers》(R.Il, p. 16.) 
171 
??
もう一つの LESPERSONNES ET LES TEMPS。ここで彼の扱った対象
を整理してみたい。特定の作家を扱ったエッセイは105のうち66編。そ
のうち49編が19• 20世紀を占め，近・現代に対する偏りがみられる。し
かし，かと言って Butorが18世紀以前をおろそかにしているとは誰
も思わないだろう。実際， Repertoire集を読む者は Butorの英語圏
を含めた古典的教養の深さに驚かされる。 RepertoireIの Racine論，
Repertoire IIの Rousseau 論・ Diderot 論， Repertoire IV の
Perrault論と独立して出版されてもおかしくないような比較的長いこれ
らの論文は全体の中でも重要な位置を占めている。特に Rablaisは
Butor にとって最も重要な作家の一人であり， Reper~oire 集の中でも
3回にわたって取り上げられている。
Rablais以外では， Proustと Hugoが4回， Balzacと Joyceが3
回取り上げられている。とりわけ Proustは RepertoireII以外で
は毎回取り扱われており， Butorのこの作家に対する愛着の程がわかる。
また，作家論としては，音楽では Beethoven論が一つあるだけで，
後は文学（哲学も含む）論か美術論である。 RepertoireII以降に登
場する美術論は，その言葉を越えたユニヴァーサルな性格上，扱われて
いる作家は北斉をはじめ様々な国にわたっている。外国文学論の数は，
Repertoire Iこそフランス文学と同数の8編（特に英語圏は 5編）に
のぽっていて， RepertoireVでも ThomasMoreとJoyceが取り上げ
られているものの，後は各巻にせいぜい 1編である。これは文学の言語的
な制限と言うべきだろうか。
IV 
105番目のエッセイの 4番目と 5番目の部分はそれぞれ LESIL-
LUSTRATIONSそして LESSILENCESと題されている。前者は Reper-
toire集に収められている illustration(挿絵）への言及であり，後者
は結びの言葉となっている。 illustration は RepertoireIIでは
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21 , Repertoire IVでは20画収められていたが出版社の都合もあり
Repertoire Vでは使われなかった。しかし， Butorは RepertoireV 
におけるその使用された場合の可能性を示している。また，「結び」では
このシリーズが完成し，残された研究は別の機会に取り上げられるとされ
ている。この2つのテーマは傍らに置き，ここでは別の角度からの検討を
加えてみたい。
Butorは最後のエッセイで， RepertoireIの出版時に，収められるべ
きエッセイの数とともに，各巻の構成も決定されたことを明らかにしている。
au commencement vues d'ensemble, etudes sur des auteurs parti-
culiers ensuite, dispos釦sen gros selon l'ordre chronologigue de 
ceux-ci, explications concernant mes propres travaux a lafin.181 
この配列は大体において守られていると言える。しかし，形態的にも内
容的にもジャンル分けが難しくなるにつれ，その境界は微妙になっていく。
また，各作家論の配列にしても，ジャンルや国を越えてあくまで年代別に
並ぺられていることは Butorの inter-genre的な意図を反映してい
て興味が持たれる。
上にあげた分類の中でも，各作家論をはさむ vuesd'ensembleと ex-
plicationsは巻によっては双方に内容的な差はない。そのバランスは
各作家論が多くの割合を占め，その前後の論文はだいたいにおいて 1• 2 
編であるが， RepertoireIでは Butor自身の小説制作を反映して小
説技法論を中心とした vuesd'ensembleが21編中1編にのぼるという偏
りをみせている。 Butorの創作活動を分類する時， 1960年の Degres
に到る4つの小説作品とそれ以後の作品群との間に一線を引くというのが
一般的な考えであろう。このことは Repertoire集においてもある程度
反映されている。
まず， RepertoireIの冒頭と巻末には小説への elogeとでも言うペ
き Leroman comme rechercheと Interventiona Royaumontが置
18) R. V, pp. 325-6. 
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かれている。
Je suis venu au roman par necessite. Je n'ai pu l'eviter. 
（ Intervention) 19) 
この 2つのエッセイには当時の Butorにとって「小説」がいかに重
要なものであったが記されている。そして，特に小説技法へのこだわり．． 
がみられることは LaModificationの作者としては当然のことであろう。
これは Gide• Sartre以来の伝統，そして所謂 Nouveauromanの世
代的特徴といえるかもしれない。この「小説技法論」は RepertoireI 
の前半に集中しているのであるが，同じ RepertoireI の巻末には
Reponses a《Telquel》が置かれており，そこで Butor は次のよ
うに述べている。
Ce qui m'apparait en premier, c'est qu'en 1959 le mot《roman》
me suffisait pour definir mon activite, tout le reste, mes an-
ciens poemes, mes essais, pouvant se subordonner a la suite 
des quatre livres: Passage du Milan, L'Emploi du temps, La 
Modification, Degres. Aujourd'hui je suis oblige de considerer 
le roman comme un simple cas particulier; il faut que j'en 
restreigne la definition~» 
以降の Repertoire集でもこのことを反映して，各巻の核とも言うべ
き冒頭と巻末のエッセイでは小説形式への限定は避けられており，むしろ
La Litterature, L'oreille et l'ail (Repertoire II) や Propos
sur le Livre aujour<f hui (Repertoire IV) のようにより多角的・
綜合的な立場から文学を扱おうという姿勢がうかがわれる。それはある意
味では「小説時代」にも目指されていた空間的・時間的なものの，あら
ゆる芸術・文化の綜合としての文学であり，その結果はともかくとして
Butorがその作家活動を通して追い求めてきたものである。
19) R. I, p. 271. 
20) R. I, p. 293. 
174 
以上， Repertoire集の105番目の「エッセイ」で Butor自身が示した
アプローチに基づき，あるいは補足をしながら論を進めてきたのであるが，
全5巻， 23年間にわたって続けられたこの「試み」がいかに内容的にも形
態的にも多彩を極めたものかをはかることになった。また，その中にも
Butor独自の数学が折り込まれているかということ，彼の作家活動全体
がいかに反映されているかを見てきたのである。勿論，もっと違う角度か
らの検討炉あるいはどれか一つのテーマによる分析もありうるのである
が，それは今後の自分の課題にしたい。
（本学非常勤講師）
21) 特に Degres・Mobile以来の引用 citationの問題がある。
